


雨のあーめくん。

たかしくんは運動会がやってくるから明日は晴れて欲しいと思い、てるてる坊主をかざ

っていました。

 
 
しかし、その日は雨マークになってしまい、しかも雨を降らす精霊、あーめくんの出番

の日でした。

 

 
あーめくんはくらい顔をして

 
「ぼく、今日は出たくない運動会のこどもたちのために雨を降らしたくないんだ」



 
あーめくんのともだちの野菜の精霊、にんじんくんは「でも、自然のきまりだから変えられな

いよ」と言いましたが

 
あーめくんはぷいと横を向いて「ぼく行きたくないから君行ってきてくれよ」

 
にんじんくんは「無茶なことをいうなぁ・・」と困ってしまいました。

 
 
 
困ったにんじんくんは物知りおじいさんのもとへ行きました。

 
物知りおじーさんは９００年くらい生き続けている人でした。

 



 
にんじんくんはおじいさんに頼みました。「あーめくんは今日降らしたくないと言っています。

人間たちに

 
いやがられるのに、なぜこんなことをしなきゃいけないのかと言っていました。

 
どうしたらいいのでしょう？」

 
物知りおじいさんはあーめくんのもとへ行き、優しくいいました。

 
「あーめ、君は雨だから人間たちにいやがられることもあるかもしれない。

だけどこれが神から与えられた君のお仕事なんだよ」

 
「・・・ぼく、晴れの精になりたかった。なんで雨に生まれちゃったんだろう・・」

 

 
物知りおじいさんは、ふふっと笑って、「たしかに、晴れは人間たちは大好きじゃな。

晴れになると外で遊んだり、洗濯物がよく乾くからなぁ。

 
だけど、



 
雨も晴れも共に神がつくったものじゃろう。どちらも生き物にとって必要だからおつくりになら

れたんじゃ。」

 
「うん・・・」

 
 
 
おじいさんは続けていいました。

 
 
 
「それに・・・雨はわるいことばかりじゃない。大地に生きる生き物の飲み水になったり、

 
人間の作物を育てることができる。命を育てることができるんじゃぞ。

 
ありがたいと思っている生き物たちが地上にはたくさんおるぞ。

 
人間だって同じじゃ。試練があるからこそ、成長できるんじゃないか。

 
雨があってこそ晴れのありがたさがわかるんじゃ。

わるいことに思えることも見方しだいでいいことに変わるんじゃ」

 



 
 
 
あーめくんは「わかったよ・・」と、うなづいて、自分の役目を果たすことにしました。

 
「雨よふれー　ふって大地をうるおし、生命を育てよ〜」と合図すると

 
いっせいに雨が降りだしました。

 
たかしくんは「あー雨降ってきちゃった。今日は運動会は中止だなぁ。。」

 
たかしくんのママも「そうねぇ・・」と残念そうにうなづきました。

 
「でも、僕、雨も好きなんだ。雨の音って音楽みたいなんだもん。

 
ざーーーーーぽたぽた、、ざーーーーざーーーーーバシャーン、ぴちゃん。

 
きいてて楽しいなぁ！」

 
あーめくんはそれを聞いてこころからうれしくなりました。

 



 
雨がやんだあとには大きな虹が青空にかかりました。大勢の人がそれを見て喜んでいました。

 
おしまい。
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